
<主堪内容>

4月5日へ　源酒田保胃所で入所式と進級

式が行われました｡今年度から長竿保育所

と統合し､例年よりもたくさんの子とも達

の笑顔でいっぱいでした｡

平廠20年鹿町串呂のあらまし･ ･ ･ P 2 -5　　　　(写真:平成20年度源清田保育所入所式よ｡)

障害福祉係からのお触らせ･･･用Pe-7

医療福祉(マIし福)が変わります･ ･ P 8

生涯楽酉のとびら･･････････････PIO



平成20年度町予算のあらまし
｣般会計予算は40億543万円

｢太陽が光りかがやく　水とみどりの調和した　安心して暮らせるまちづくり｣に向けた,平成20

年度各会計予算が決まりました｡二股会計予算を主にその概要についてお知らせします｡

地方消費税交付金
8,400万円(2. 1%)

国庫支出金1億664万円(2. 7%)

地方譲与税
1億3, 140万円

(3 3%)

県支出金　　　　町　債

1億6,094万円(4.0%)　3億3･310万円

(8 3%)

自動車取得税交付金
5, 8了0万円(1. 5%)

地方交付税
14億1, 3了2万円

(35. 3%)

(　※町民一人当たりの町税額

約91,402円

町民一人当たりの歳出額
約365, 326円

(平成20年3月1日現在10,964人)

依存財源その他
4, 695万円(1. 2%)

町民税　　　4億4, 136万円

固定資産税　4億了, 932万円

軽自動車税　　2, 48了万円

たばこ税　　　5, 658万円

繰入金
2億7, 398万円
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諸　会　費　　　　　8,384万円　　　　その他1,了02万円(0.5%)

議会費
8, 384万円(2. 1%)

総務費
6磐6%iH ¥¥

民生費
8億1, 049万円

(20. 2%)

公債費
3億4,1 29万円

(8. 5%)
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光
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河内町は, ｢住民がやすらぎをもち,安心して暮らせるまちづくり｣ ｢太陽と水と録の農業空間を活かした

より魅力あふれるまちづくり｣ ｢明日を見据えた人とこころを育むまちづくり｣を3つの基本理念としてまち

づくりに取組み基本計画を定めています｡その頃日ごとに今年度行う主な事業を紹介します｡

平成20年度の主な事業概要

○主な新規事業

･生坂小学校屋内運動場危険改築事業　25, 2了5万円

現在の生坂小学校の体育館は､昭和49年3月に

建築され､学校教育のみならず多くの地域の住民

の方のスポ-ツ,レクリエ-ション活動の場とし

て幅広く利用されてきました｡近年は築34年が経

過したため老朽化が進み､床のきしみや雨漏り等

が目立つようになりました｡平成14年4月には.

保護者及び地域住民の方々1, 856名の署名による

建て替え要望の陳情書が提出されています｡

これらのことを受け､平成19年度に耐力度調査

(老朽化の調査)を行った詰果､危険建物に該当

することから今年度改築工事を実施するものです｡

○その他の主な事業

福祉･保健の向上

･源清田保育所施設整備事業　　6, 657万円

平成21年4月からスタ-トする｢認定子

とも園※｣の開設準備に伴う保育所施設整

備事業です｡

※｢認定子とも園｣とは,就学前の子ども

に幼児教育･保育を提供し､また,すべて

の子育て家庭を対象とした子育て不安等に

対応した相談や親子の集いの場を提供する

施設です｡

地域福祉
･町社会福祉協議会補助金 2, 756万円

児童福祉
･保育所運営費(源清田保育所施設整備事業含む)

24, 919万円

･児童手当　　　　　　　　　　　6,了44万円

障害者福祉
･障害福祉サ-ビス費

･自立支援医療更生医療費

･地域活動支援センタ-事業

･日常生活用具給付事業

･補装具給付事業

次世代育成支援金　　　　　　1, 242万円　　保健･医療

･放課後児童健全育成事業(児童クラブ) 970万円

高齢者福祉
･老人保護措置費　　　　　　　1, 596万円

･シルバ-人材センタ-運営補助金　380万円

･敬老福祉大会事業　　　　　　　　280万円

･外出支援サ-ビス事業　　　　　　　231万円

･愛の定期便事業　　　　　　　　　100万円

医療福祉費(マル福)

特定健康診盃等事業

予防接種業務

妊婦乳児健康診査業務

病院諾輪番制病院運営費

難病患者支援費

4, 919万円

1, 049万円

517万円

147万円

105万円

6,431万円

1, 205万円

994万円

375万円

288万円

198万円

広撒かわぢ
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生活環境の向上
ごみ処理
･龍ヶ崎地方塵芥処理組合分担金　21,328万円

･塵芥処理収集事業　　　　　　　　2, 209万円

･新清掃工場関連施設分担金　　　1, 300万円

し尿処理
･龍ヶ崎地方衛生組合分担金　　　5, 293万円

･合併処理浄化槽設置整備事業　　　622万円

消防･防災
･稲敷地方広域市町村圏事務組合消防費負担金

15, 132万円

･網敷地方広域市町村圏事務組合水防費負担金

216万円

航空機騒音対策
･生活環境改善事業(民家院音)　　5, 005万円

教育文化の向上
学校教育
･給食調理業務委託　　　　　　　　3, 410万円

･耐震診断調査設計等委託(中学校) 1, 066万円

･チ喜ムティ-チング(小中学校)　　914万円

･学校教育指導主事設置事業負担金　900万円

･外国人講師派遣事業　　　　　　　　875万円

･スク-ルパス運行事業(小学校)　485万円

･中学生海外派遣視察研修　　　　　　43了万円

青少年の健全育成
･子ども教室推進費　　　　　　　　　327万円

伝統文化･地域文化
･いきいき祭り補助金　　　　　　　　了00万円

平成20年度予算総括

まちの特性を活かした産業の振興一

農業の振興
･国営新利根川沿岸地区農業水利事業負担金

3, 584万円

･水田農業構造改革対策町単独奨励金

1, 500万円

･農道舗装事業負担金　　　　　　1, 006万円

･町特産物P R活動事業　　　　　　400万円

商業の振興
･町商工会補助金　　　　　　　　　　400万円

･信用保証料稀給金(自治金融)　　　360万円

まちづくりの基盤整備
道路･交通
･町道維持補修工事　　　　　　　3,500万円　(

･町道舗装新設改良工事　　　　　1 , 500万円

･コミュニティバス連行事業　　　　　600万円

会　　　計　　　別

-　　般　　会　　計 40債　543万円

◇国民健康保険特別会討

◇老人保健特別会計

◇介護保険特別会計

◇介護サ-ビス事業特別会計

◇後期高齢者医療特別会計

◇下水道事業特別会計

◇水道事業会計

収益的収入及び支出

資本的収入

資本的支出

13億102万円

9, 2了0方円

5億8, 350万円

9了2方円

2, 926方円

3億了, 805方円

2億6. 943万円

1, 365方円

1億　253方円

3了億2. 580万円 2億7, 963万円

13債6, 654万円

10億9, 138万円

5億8, 678方円

999方円

4俵6, 603万円

2億了, 984方円

1. 354万円

1億5. 201方円

△6, 552方円

△9億9. 868方円

△328方円

△27方円

2, 926方円

△8,了98方円

△1. 041万円

11方円

△4. 948万円

広●穀かわぢ
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障害のある人の日常生活を支援するためへ　次のような福祉サ-ビスを実施しています｡ (主なものを

掲載｡ほかにもさまざまなサ-ビスがあります｡)

これらのサ-ビスを利用するには､事前に申請が必要です｡ ±た,サ-ビスの謹類により､介護保

険制度が優先されるものがあります｡

なお､本人･家族の課税状況等に応じて,費用の一部負担がある場合や､サ-ヒスそのもの

が受けられない場合もあります｡ (障害の程度においても､受けられないサ-ビスがあります｡)

詳しくは､上記問合せ先までこ相談ください｡

◇手帳制度

対象者讃蒜叢`雷?警.喜諾意驚,I:±c5擬す謁患6,L±?機能､しん臓機能､

内　容琵霧繋,±:謀議警器謹言認諾誓分があIJEす｡同~等級の障害が2つ

援護内容　舗装具･日常生活用具の給付,税金の控除及び減免等｡ (障害の種類･等級等に-定の条件があります｡)

対&若紫碧謂認諾盗黙諾誌168!器楽l¥て知的障害者と判断E

内　容IQ等の判定により､ ⑭(最重度)､ A(重度)､ B(中度)､ C(軽度)の区分があります｡

特別児童扶養手当の受給(18歳未満),障害児福祉手当の受給(18歳未満)､在宅障害児福祉手
援護内容　当の受給(20歳未満の障害児福祉手当末受給者)､税金の控除及び減免､医療福祉費支給制度

の通用等｡

有効期限　療育手帳に話載されている次の判定年月±C. (更新には再判定が必要となります｡)

対象者　精神の疾患により､日常生活や社会生活に制約がある者｡

内　容1級へ3級まであります｡ 1級及び2級は国民年金の障害基礎年金の1級及び2級と同程度です｡

援護内容　税金の控除及び減免､県立施設入場料の減免等｡

有効期限　2年間(更新が必要な時には有効期限の切れる3カ月前から更新申請ができます｡)

◇自立支援法

身体･知的･精神に障害のある者(手帳所持者)に対して,ホームヘル/トの派遣･デイ

丁彗l内　容サ-ビス･短期入所の利用､施設等､の入所･適所による訓練等のサ-ビス｡ (介護保険制
(ビ高　　　　度が優先となりますo)
音ス甲費　用　利用料の1割負担となります｡
i _  _

医皇内　容身体障害の更生に必要な医療や､精神疾患の治療を受けるための医療の医療費の助成｡

療轟費　用医療費が1割負担とな｡ます｡

◇補装具の購入･修理

対S考課欝三認諾謙t-誓障害の程度に応U判定の結果補装具が必要と-E,め

種　類　視覚障害:盲人安全杖､義眼等｡　聴覚･言語機能障害:補聴器等｡　肢体不自由.義肢､装具､車いす等｡

費　　用　基準額の1割負担となります｡

広一殻かわぢ
啓成20年_4月個a169J漢書

身

体

障

害

者

手

帳
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精

神
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健

福

祉

手

帳



◇日常生活用具の給付･貸与

対象者 在宅の自力で日常生活を営むことが困難な重度の身体障害者,心身障害者(児)｡ (介護保険制度
が優先されるものがあり,障害の撞類･等級等に-定の条件があります｡)

程　　類　盲人時計､特殊マット､自動消火器､人工喉頭､ストマ用具､点字器､聴覚障害者用屋内信号装置等｡

費　　用　基準額の1割負担となります｡

◇福祉手当の支給

対象者
心身に著しく障害のある20歳未満の児童の生活に役立てるためにへ　その児童を家庭で養育
している者｡ (障害の種類･等級等に-定の条件があります｡ )

支給額1級/月額50,750円へ　2級/月額33,800円(平成20年3月31日現在)

受給者とその扶養義務者について-定以上の所得があった場合は支給されません｡なお､
支給制限　児童が福祉施設等に入所している場合や児童が障害による公的年金を受けることが出来る

ときは支給されません｡

対象者
在宅で心身に著しく重度の障害があるため,日常生活において常時特別の介護を必要とす
る程度の状態にある20歳以上の者｡ (障害の種類･等級等に-定の条件があります. )

支給額　月額26,440円(平成20年3月31日現在)

支給制限

対象者

受給者.扶養義務者の所得が限度額以上の場合は支給されません｡施設に入所していると
き､または､医療機関に3カ月を超えて入院しているときは支給されません｡

在宅で心身に重度の障害があるため､日常生活において常時介護を必要とする程度の状態
にある20歳未満の者｡ (障害の種類･等級等に-定の条件があります｡ )

支給額　月額14,380円(平成20年3月31日現在)

支給制限

手罵支給額

受給者､扶養義務者の所得が限度額以上の場合は支給されません｡障害による公的年金を
受けることが出来るとき､ =たは.施設に入所しているときは支給されません｡

祉奪対象者心身に障害のある20歳末満の児童を家庭で介護している者｡
(障害の種類･等級等に-定の条件があります｡ )

月額3, 000円(平成20年3月31日現在)

当福　支給制限　施設に入所しているとき､または､障害児福祉手当を受給しているときは支給されません｡

◇重度障害者(児)住宅リフォ-ムの助成

対象者

内　　容

身体障害者手帳(下肢･体幹又は乳児期以前の非進行性の脳病変による運動機能障害が, 1級ま
たは2級)及び.療育手帳(④)の交付を受けている者｡ (介護保険制度が優先｡所得制限があります｡)

室内外における移動を容易にするためや,廊下､浴室､トイレ等の使用を容易にするための改造
に要する費用(60万円を限度)の4分の3 (45万円)以内を助成します｡

◇自動車税･自動車取得税の免除

条　件欝驚喜盤鵠諸島意j一嵩繋誓障害者.知的酷暑.精神障害者の通院等に

◇有料道路通行料金の減免

条　件諾轄諾.^薯講謹清拭こ諾護緯諾謹欝鷲?'±E車し介艶が運転す

◇N H K受信料の減免

身体障害者が属する世帯で町長が低所得であると認める世帯や,重度の知的障害者が属する世帯
条　　件　でその世帯全員が町民税非課税である場合は全額免除｡視覚障害者,聴覚障害者が世帯主の場合

や肢体不自由者(1 ･ 2級のみ)が世帯主の場合は半額免除となります｡

広~撒かわぢ
平成20争4月伍z｣69)

特
別
児
童
扶
養
手
当
　
　
特
別
障
害
者
手
当
　
障
害
児
福
祉
手
当



医療福祉(マル福)が変わります｡
問合せ先

町民課年金医療福祉係　丁乱84-2 1 1 1(内線182)

現　行(平成20年6月まで)

本人･配偶者･扶養義務者

l,000万円

※所得から控除されるもの
青色･白色専従控除､譲渡所得控除

i闇pp

改正後(平成20年7月以降)

扶養親族数　　本　　人　　配偶者･扶養義務者

〇人　　51 2万9千円　　628万7千円

｢人　　55〇万9千円　　653万6千円

2人　　588万9千円　　674万9千円

(欝雛nlpAこと) (幣鸞‡露妄)
栄所得から控除されるもの

(主なもの)

配偶者特別控除へ障害者控除へ特別障害者控除
寡婦控除へ　寡婦特別控除､勤労学生控除
医療費控除など

広一戯かわぢ
'/'.-/扮20 f/_｣ノブ(¥a｣69)

重
度
障
害
者
の
方
の
マ
ル
福
制
度
が

改
正
さ
れ
ま
す

丁
目
か
ら
重
度
障
害
者
の
マ
ル
福
の
所
得
制
限
の

基
準
額
が
変
わ
り
ま
す
｡

○
前
年
所
得
が
左
記
の
金
額
未
満
の
方
に
つ
い
て
､
マ
ル
福
が
適
用
さ
れ
ま
す
｡

-
 
5
歳
以
上
の
方
の
マ
ル
福
の
適
用
が
変
わ
り
ま
す
｡

○
平
成
2
0
年
4
月
エ
ロ
に
､
老
人
保

健
制
度
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

移
行
す
る
こ
と
に
伴
い
､
マ
ル
福
で

は
､
6
5
歳
以
上
の
重
度
障
害
者
の
方

に
つ
い
て
は
､
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
の
被
保
険
者
を
対
象
と
し
ま
す
｡

∴
現
在
､
老
人
保
健
を
受
け
て
い

る
方
は
､
そ
の
ま
ま
､
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
被
保
険
者
に
な
り
ま
す
｡

0
6
5
歳
以
上
7
5
歳
未
満
の
重
度
障

害
者
の
方
に
つ
い
て
は
､
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
に
移
行
し
な
い
場

合
､
原
則
と
し
て
､
マ
ル
福
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
｡

¥
.
6
5
歳
以
上
7
5
歳
未
満
の
方
で
､

平
成
2
0
年
2
月
以
前
に
老
人
保
健

の
適
用
を
受
け
ず
に
マ
ル
福
を
受

給
し
て
い
た
　
(
受
給
者
証
の
公
費

負
担
者
番
号
が
　
｢
8
3
｣
　
の
)
　
方
に

つ
い
て
は
､
受
給
者
証
の
有
効
期

限
　
(
平
成
2
0
年
6
月
3
0
日
)
　
ま
で
､

引
き
続
き
マ
ル
福
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
｡

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
移
行
す
る
こ
と
に
よ
り
､

国
保
の
住
所
地
特
例
か
ら
変
更
に
な
る
方
は
､
助

成
す
る
市
町
村
が
変
わ
り
ま
す
｡

○
国
保
の
住
所
地
特
例
に
準
じ
て
､

転
居
前
の
市
町
村
で
マ
ル
福
を
受

給
し
て
い
た
方
で
､
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
住
所
地
特
例
に
該
当

し
な
い
方
　
(
県
内
の
施
設
に
転
居

さ
れ
た
方
)
　
に
つ
い
て
は
､
現
住

所
地
　
(
施
設
所
在
)
　
の
市
町
村
で

マ
ル
福
を
受
給
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
｡

の
‥
｣
-
軸

○
現
在
の
認
定
期
間
　
(
平
成
2
0
年

6
月
3
0
日
)
　
ま
で
は
､
現
に
受
給

者
証
を
交
付
し
て
い
る
市
町
村
が

引
き
続
き
助
成
を
し
ま
す
｡

○
受
給
者
証
の
切
り
替
え
の
際
に

は
､
現
住
所
地
　
(
施
設
所
在
)
　
の

市
町
村
で
新
た
に
受
給
申
請
の
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
｡

乳
幼
児
マ
ル
福
の
所
得
制
限
が
な
く
な
り
ま
す

町
独
自
の
少
子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
､
4
月
診
療
分
か
ら
乳
幼

児
の
方
の
所
得
制
限
を
撤
廃
し
ま
す
｡
対
象
者
は
､
平
成
_
4
年
4
月

2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
お
子
様
で
､
助
成
が
受
け
ら
れ
る
期
間
は
小

学
校
入
学
前
の
3
月
3
 
-
日
ま
で
で
す
｡
対
象
者
の
方
は
､
申
請
の
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
｡

妊
産
婦
マ
ル
福
が
変
わ
り
ま
す

4
月
診
療
分
か
ら
病
院
窓
口
で
ブ
ル
-
の
用
紙
の
提
出
が
必
要
な
く
な

り
､
マ
ル
福
の
自
己
負
担
金
の
み
を
支
払
う
こ
と
に
よ
り
受
診
で
き
ま
す
｡

保
険
証
･
受
給
考
証
･
母
子
手
帳
を
提
示
し
て
受
診
し
て
く
だ
さ
い
｡

1
-
¥



町民の快適な健康づくりの推進を目指して



董彊襲撃㊧を暫雪 
H20.>○上20 

◆問合せ先◆

河内町長竿3689-1

河内町教育委員会事務局生涯学習G

曾029了-84-2843 (中央公民錦内)

自己の充実･啓発や生活の向上のために,自発的に自分にあった方法で生涯を

通じて行う学習･ ･ ･それが『生涯学習』です｡
『生涯楽習のとびら』では,定期的に生涯学習に関する情報(案内や結果など)

を提供､お知らせしていきます｡

平成19年度放課後手どもプラン

放課後子どもプランとは,

家庭や地域の教育力の低下が指摘されるようになってきました｡

また､子どもを狙った凶悪事件も増加し､大きな社会問題となっています｡

そこで　平成19年度より厚生労働省と文部科学省の連携による｢放課後子ともプラン｣が創設され､

放課後児童の安全で健やかな活動場所の確保を図る総合的な放課後対策がスタ-トすることになりま

した｡これは.厚生労働省所管の｢放課後児童クラブ推進事業J､文部科学省所管の　r放課後子ども教

室推進事業｣をすべての小学校区で展開することを目指しています｡

河内町で行われる｢放課後子ども教室推進事業｣を『かわちチャレンジスク-ル』といいます｡

平成19年度は.各小学校体育館でボランティアの方々に手伝っていただきながら実施し=した｡

遊びの内容は､昔の遊びが主で大豆うつしやけん玉､おりがみ､指編み､輪投げなどです｡

子供たちにとってめずらしい遊びもあるようで､ボランティアの方々に教えてもらいながら楽しそ

うに遊んでいました｡また､同じ遊びを何回もチャレンジしている人もいました｡

学年の異なる仲間と遊んだり､ボランティアの方々と交流もできた貴重な時間でありました｡

生坂小

1 2月1 2日

参加者31名

｢おりがみ｣でク

リスマスツリ-

つくり｡おもい

おもいに飾り付

けをしました｡

源清田小
1月31日

参加者3 5名

｢大豆うつし｣

お箸を上手に使っ

て､遊んでいま

した｡

広磁かわぢ
y±'/城20仰: r/I (la｣60)



住みよひまちづくl)のなめ(こ
-河内町清掃大作戦へ

茨城県選抜チームiこ選出
…第2 1回都道府県対抗ジュニアバスケットボ-ル大会出場-

大会出場の報告に役場を訪れた小吏彩織さん(右端)

新I年生誕生上十町和"中学校入学式へ

41 73　28　9

大　人　大　人

スポ-ツを通してハツラツと!

広●磁かわぢ
脅威20隼｣H (la｣6'9)

3
月
2
日
､
町
内
各
地
区
で
｢
河
内

町
清
掃
大
作
戦
｣
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
｡

当
日
は
､
各
地
区
で
早
朝
か
ら
多

く
の
方
が
参
加
し
､
町
内
の
ゴ
ミ
拾

い
を
行
い
ま
し
た
｡

今
回
の
清
掃
で
は
､
可
燃
ゴ
ミ
-

6
0
0
キ
ロ
､
不
燃
ゴ
ミ
4
.
6
2
0

キ
ロ
､
粗
大
ご
み
-
.
〇
〇
〇
キ
ロ
の

計
5
.
6
2
0
キ
ロ
の
ゴ
ミ
が
集
め

ら
れ
ま
し
た
｡

参
加
者
の
皆
さ
ん
､
ご
協
力
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
｡
今
後
も
､

自
分
達
の
住
ん
で
い
る
町
を
住
み

よ
い
き
れ
い
な
町
に
す
る
た
め
に

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
｡

3
月
2
8
日
か
ら
S
日
に
か
け
て

行
わ
れ
た
(
財
)
日
本
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
-
ル
協
会
主
催
の
第
2
 
-
回
都
道

府
県
対
抗
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
-
ル
大
会
に
お
け
る
茨
城
県
選

抜
チ
-
ム
の
メ
ン
バ
-
に
小
吏
彩

繊
さ
ん
(
当
時
河
内
中
2
年
)
が
選

ば
れ
ま
し
た
｡
大
会
前
の
3
月
-
 
9

日
に
は
大
会
参
加
の
報
告
に
役
場

を
訪
れ
､
野
前
町
長
と
石
山
教
育

長
か
ら
激
励
の
言
葉
を
お
く
ら
れ

て
い
ま
し
た
｡

な
お
､
2
8
日
か
ら
行
わ
れ
た
同
大

会
で
は
､
茨
城
県
チ
-
ム
が
第
3
位

と
い
う
好
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
｡

2
0
年
番
､
町
内
の
小
･
中
学
校

で
は
2
0
7
人
の
｢
新
-
年
生
｣
が

誕
生
し
ま
し
た
｡

小
学
校
入
学
式
で
は
､
緊
張
と
不
安

の
入
り
混
じ
っ
た
表
情
の
新
入
生
が
､

自
分
の
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
元
気
よ

く
返
事
を
す
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
｡

早
く
新
し
い
生
活
に
慣
れ
て
楽
し
い

学
校
生
活
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
｡

･
生
板
小
学
校
　
　
3
3
人

･
源
清
田
小
学
校
　
2
3
人

長
竿
小
学
校

金
江
津
小
学
校

河
内
中
学
校

金
江
津
中
学
校

3
月
1
 
9
日
､
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

で
1
 
3
回
目
と
な
る
　
｢
高
齢
者
ス
ポ
-

ツ
ま
つ
り
｣
　
が
開
か
れ
ま
し
た
｡

当
日
は
､
ペ
タ
ン
ク
と
輪
投
げ

の
各
種
目
で
技
を
競
い
合
い
､
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
｡

長
寿
社
会
に
お
い
て
は
､
ス
ポ
-

ツ
な
ど
を
通
し
て
心
身
と
も
に
健

康
な
生
活
を
送
る
こ
と
が
大
切
で

す
｡
｢
漂
た
き
り
ゼ
ロ
｣
　
を
目
標
に
､

い
つ
ま
で
も
健
や
か
に
過
ご
し
て

く
だ
さ
い
｡



◇固定資産税(1期)◇

◇国民健康保険税(1期) ◇

◇介護保険料(l期)◇

徴収日は4月30日です
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生
活

国
保
･
医
療
･
介
護

な
ん
で
も
電
話
相
談
室

と
き

平
成
2
0
年
5
月
_
 
0
日
(
土
)

午
前
1
 
0
時
-
午
後
4
時

受
付
電
話
番
号

皿

o

2

9

-

8

2

3

-

7

9

3

0

四
谷
者

ケ
ア
マ
ネ
-
ジ
ャ
-
 
､
ケ
-
ス
ワ
ー

カ
ー
､
医
療
･
福
祉
団
体
の
ス
タ
ッ
フ

お
受
け
す
る
相
談
内
容

医
療
や
介
護
サ
-
ビ
ス
の
利

用
で
困
っ
て
い
る
こ
と
､
費
用
や

保
険
料
負
担
で
困
っ
て
い
る
こ

と
､
負
担
軽
減
策
な
ど
｡

相
談
料
は
無
料
で
す
｡

主
催

茨
城
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

皿

o

2

9

-

8

2

3

-

7

9

3

0

特
設
人
権
相
談
所

開
設
の
お
知
ら
せ

家
庭
内
の
問
題
､
虐
待
､
D
V
､
い

じ
め
､
同
和
問
題
､
セ
ク
ハ
ラ
､
近
隣

関
係
､
相
続
､
借
地
借
家
､
金
銭
貸
借
､

登
記
､
そ
の
他
の
こ
と
で
､
心
配
ご
と

や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
｡

人
権
擁
護
委
員
､
法
務
局
担
当

官
が
相
談
に
応
じ
ま
す
｡

相
談
料
は
無
料
で
､
プ
ラ
イ
バ

シ
-
は
厳
守
さ
れ
ま
す
｡

開
催
日

5
月
_
4
日
(
水
)

午
前
_
o
時
-
午
後
3
時

龍
ヶ
崎
市
役
所

5
月
_
 
5
日
(
木
)

午
後
1
0
時
-
午
後
3
時

河
内
町
第
2
公
民
館

問
合
せ
先

竜
ヶ
崎
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

Ⅲ
6
4
-
2
6
0
7

の
○
○
調

車
い
す
の
箔
料
貸
し
出
し

河
内
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
､

疾
病
･
障
害
･
事
故
な
ど
で
一
時
的
に

車
い
す
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
､
無

料
で
貸
し
出
し
を
し
て
い
ま
す
｡
(
貸

し
出
し
期
間
は
1
カ
月
を
限
度
と

し
て
い
ま
す
｡
)
ご
利
用
く
だ
さ
い
｡

問
合
せ
先

河
内
町
社
会
福
祉
協
議
会

Ⅲ

8

4

-

2

8

3

0

(
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
)
ま
で

｢
法
テ
ラ
ス
｣

を
ご
存
知
で
す
か
?

法
テ
ラ
ス
で
は
､
法
的
ト
ラ

ブ
ル
を
抱
え
て
お
困
り
の
方
に
､

最
適
な
相
談
窓
口
や
解
決
に
役

立
つ
法
制
度
に
関
す
る
情
報
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
｡

ま
た
､
資
力
の
少
な
い
方
を

対
象
と
し
た
無
料
法
律
相
談
の

ご
案
内
も
行
っ
て
い
ま
す
｡

開
設
時
間

月
曜
日
-
金
曜
日

午
前
9
蒔
く
午
後
9
時

土
曜
日
午
前
9
時
-
午
後
5
時

(
日
曜
日
と
祝
日
は
休
み
)

Ⅲ

o

5

7

0

-

0

7

8

3

7

4

問
合
せ
先

法
テ
ラ
ス
茨
城

Ⅲ

o

5

0

-

3

3

8

3

-

5

3

9

0

募
集

茨
城
県
育
成
奨
学
生

･
茨
城
県
奨
学
生
募
集

優
良
な
生
徒
･
学
生
で
あ
り
な

が
ら
､
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学

困
難
な
人
を
対
象
に
無
利
子
奨

学
資
金
の
貸
付
を
い
た
し
ま
す
｡

(
卒
業
か
ら
6
カ
月
経
過
後
_
o
年

以
内
に
年
賦
ま
た
は
半
年
賦
返
還
)

対
象
者

①
茨
城
県
育
英
奨
学
資
金

高
校
(
特
別
支
援
学
校
含
む
｡
)
･

専
修
学
校
高
等
課
程
　
(
修
業

年
限
2
年
以
上
)
　
の
生
徒

貸
与
月
額

国
公
立
　
-
8
"
0
0
0
円

私

　

立

　

3

〇

.

〇

〇

〇

円

(
自
宅
外
は
各
5
.
〇
〇
〇
円
加
算
)

②
茨
城
県
奨
学
資
金

大
学
･
短
大
の
学
生
(
学
部
の
み
)

貸
与
月
額

自

　

宅

　

3

6

.

〇

〇

〇

円

自
宅
外
　
4
〇
.
〇
〇
〇
円

応
募
資
格

茨
城
県
内
居
住
者
の
子
弟
｡

(
学
業
成
績
及
び
家
計
状
況
な
ど

の
条
件
が
あ
り
ま
す
｡
県
教
育
委

員
会
の
実
施
す
る
他
の
奨
学
資

金
等
､
母
子
寡
婦
福
祉
資
金
の
修

学
資
金
ま
た
は
日
本
学
生
支
援

機
構
奨
学
金
と
の
併
給
は
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
｡
)

募
集
人
数

①
茨
城
県
育
英
奨
学
資
金

2
7
0
人
程
度(
予
算
の
範
囲
内
)

②
茨
城
県
奨
学
資
金
-
4
0
人

※
選
考
委
員
会
に
お
い
て
家
計

状
況
及
び
学
業
成
績
等
に
よ
り

選
考
し
ま
す
｡

申
込
方
法

各
学
校
の
事
務
局
か
ら
募
集
要

項
等
を
受
け
取
り
､
願
書
､
口
座
振

込
依
頼
書
及
び
収
入
証
明
等
を
各

学
校
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
｡

締
切
は
平
成
-
o
年
5
月
中
旬
で
す
｡

(
各
学
校
へ
の
相
談
は
4
月
中
に

お
願
い
し
ま
す
｡
)

申
込
み
･
問
合
せ
先

茨
城
県
教
育
庁
高
校
教
育
課



広一甜かわぢ
平成20牢4ノブ角'c待69)

Ⅲ

o

2

9

-

3

0

-

-

5

2

4

5

Ⅲ

o

2

9

-

3

0

1

-

5

2

6

9

冊
h
[
〔
p
‥
¥
¥
w
w
w
.
①
d
≡
p
｢
の
f
.

-
b
a
｢
a
k
-
.
j
で

｢
い
ば
ら
き
営
農
塾
｣

受
講
者
募
集

講
義
と
実
習
に
よ
り
農
業
技

術
の
基
礎
知
識
を
体
系
的
に
学

べ
る
研
修
を
行
い
ま
す
｡
今
回

は
､
定
年
帰
農
者
等
支
援
研
修
･

水
稲
入
門
コ
-
ス
と
営
農
支
援

研
修
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
｡

期
日

平
成
2
0
年
6
月
-
_
0
月

時
間

原
則
､
平
日
の
夜
間
と
土
曜
日
の

日

中対
象
者

○
定
年
帰
農
者
等
支
援
研
修
･

水
稲
入
門
コ
-
ス

農
産
物
を
販
売
し
収
入
を
得
よ

う
と
す
る
概
ね
6
5
歳
ま
で
の
方

○
営
農
支
援
研
修

本
格
的
な
農
業
経
営
を
目
指

す
概
ね
4
5
歳
ま
で
の
方

応
募
資
格

茨
城
県
内
で
近
く
農
業
を
始

め
る
方
や
農
業
を
始
め
て
間
も

な
い
方
定
員
　
各
コ
ー
ス
4
0
名

場
所

県
立
農
業
大
学
校
　
(
東
茨
城
郡

茨
城
町
長
岡
4
0
7
0
-
-
8
6
)

料
金

受
講
料
は
無
料
､
テ
キ
ス
ト
な

ど
は
自
己
負
担

/
¥
申
込
方
法

居
住
地
を
管
轄
す
る
農
業
改

良
普
及
セ
ン
タ
ー
を
経
由
し
て
､

県
立
農
業
大
学
校
に
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
｡
申
込
者
多
数
の

場
合
は
､
選
考
の
上
､
決
定
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
｡
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申
込
先

河
内
町
役
場
経
済
課

農
業
者
支
援
セ
ン
タ
-
　
飯
塚

Ⅲ
8
4
-
2
1
1
1
(
内
線
-
5
6
)

ご
案
内

平
成
2
0
年
度
母
子
家
庭
等

自
立
促
進
講
習
会

母
子
家
庭
等
の
就
労
支
援
対

策
の
一
助
と
し
て
､
自
立
促
進
を

図
る
た
め
の
講
習
会
｢
訪
問
介
護

員
2
級
課
程
講
習
会
｣
を
実
施
し

ま
す
｡受
講
対
象
者

母
子
家
庭
の
母
及
び
寡
婦

､
受
講
種
目

訪
問
介
護
員
2
級
課
程

募
集
人
員
　
5
0
名

受
講
期
間

･
平
成
2
0
年
6
月
2
9
白
く
平
成

2
0
年
-
 
-
月
3
0
日
　
(
延
べ
日
数
2
2

日
/
-
3
0
時
間
)
　
午
前
9
時

3
0
分
-
午
後
4
時
3
0
分

･
講
義
及
び
実
技

土
曜
日
､
日
曜
日
　
_
8
日

･
施
設
実
習
　
平
日
　
2
日

･
市
町
村
へ
ル
パ
-
同
行
実
習

平

日

　

2

日

講
習
会
場

県
立
母
子
の
家
　
母
子
福
祉
セ

ン
ク
ー
(
水
戸
市
八
幡
町
‖
-
5
2
)

受
講
手
続

希
望
者
は
､
申
込
書
に
必
要
書

類
を
添
付
し
平
成
2
0
年
5
月
2
5

日
(
消
印
有
効
)
ま
で
に
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
｡

※
申
込
者
は
､
全
日
程
出
席
で

き
る
人
で
お
お
む
ね
母
子
家
庭

及
び
寡
婦
と
な
り
7
年
以
内
の

人
で
あ
る
こ
と
｡
(
申
込
多
数
の

場
合
は
､
母
子
家
庭
を
優
先
)

そ
の
他

･
受
講
料
は
無
料
で
､
所
得
3
"

-
o
〇
.
〇
〇
〇
円
以
下
の
方
に

は
交
通
費
の
一
部
を
支
治
し
ま

す
｡
な
お
､
受
講
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
行
事
用
保
険
料
及
び
細
菌
検

査
料
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
｡

･
託
児
所
あ
り

(
2
歳
児
未
満
は
対
象
外
)

申
込
先

〒

3

1

0

-

0

0

6

5

水
戸
市
八
幡
町
‖
-
5
2

県
立
母
子
の
家
　
母
子
福
祉
セ

ン
タ
-

Ⅲ

o

2

9

-

2

2

1

-

8

4

9

7

※
講
習
会
日
程
及
び
申
込
書
は

役
場
町
民
課
に
あ
り
ま
す
の
で
､

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
､
役

場
町
民
課
(
Ⅲ
8
4
-
2
1
1
-
内

線
1
8
-
)
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
｡

/
1
,

こ
と
も
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

2

0

0

8

｢
こ
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め

に
-
広
げ
よ
う
水
質
浄
化
の
輪
｣

を
テ
-
マ
に
､
霞
ケ
浦
や
環
境

問
題
に
つ
い
て
楽
し
み
な
が
ら

学
べ
る
催
し
を
､
盛
り
だ
く
さ

ん
に
用
意
し
て
い
ま
す
｡

期
日

平
成
2
0
年
5
月
5
日
　
(
月
･
祝
)

午
前
9
時
3
0
分
-
午
後
3
時

場
所

県
霞
ケ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
-

(
土
浦
市
沖
宿
町
1
8
5
3
)

問
合
せ
先

県
霞
ケ
浦
環
境
科
学
セ
ン
タ
-

企
画
･
交
流
課

皿

o

2

9

-

8

2

8

-

0

9

6

1

冊
h
〔
〔
p
ミ
一
一
W
W
.
k
a
s
u
ヨ
i
g
a
u
｢
a
●

p
｢
e
f
.
i
b
a
｢
a
k
i
,
j
p

第
5
7
回
利
根
川
水
系
連
合

水
防
演
習
を
行
い
ま
す

こ
の
演
習
は
毎
年
出
水
期
前
に
､

水
防
技
術
の
向
上
や
水
防
体
制

の
整
備
強
化
と
住
民
の
み
な
さ

ん
の
水
防
に
対
す
る
ご
理
解
と

ご
協
力
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
国
､

関
東
-
都
6
県
及
び
千
葉
県
栄

町
の
主
催
に
よ
り
開
催
し
ま
す
｡

地
元
水
防
団
に
よ
る
水
防
訓
練
､

自
主
防
災
会
に
よ
る
避
難
訓
練
､

自
衛
隊
･
千
葉
県
警
･
消
防
本
部
･

日
本
赤
十
字
社
に
よ
る
救
出
･
救

護
訓
練
､
炊
き
出
し
訓
練
､
展
示

コ
ー
ナ
-
な
ど
盛
り
沢
山
の
内
容

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
､
ぜ
ひ
ご

家
族
で
見
学
に
お
越
し
く
だ
さ

い
｡
目
時
-
平
成
2
0
年
5
月
_
 
7
日
(
土
)

雨
天
決
行

午
前
8
時
5
0
分
-
午
後
零
時
3
0
分

※
体
験
･
展
示
コ
ー
ナ
-
は
午
後

2
時
ま
で

会
場
三
千
葉
県
印
旛
郡
栄
町

田
津
地
先
(
利
根
川
河
川
敷
)

来
駐
車
場
あ
り

聞
合
せ
先

国
土
交
通
省
利
根
川
下
流
河
川

事
務
所
防
災
対
策
課

Ⅲ

o

4

7

8

-

5

2

-

6

3

6

5

広
報
紙
に
掲
載
さ
れ
た
写
真

を
お
分
け
し
ま
す
(
デ
ー
タ
で
)

申
込
方
法

①
電
子
メ
-
ル
で
､
h
i
s
h
o
㊥
〔
o

w
っ
.
i
b
a
｢
a
k
i
-
k
a
w
a
c
h
こ
聖
p

宛
に
､
件
名
を
｢
写
真
希
望
｣
と
し
､

本
文
に
　
1
.
氏
名
､
2
.
住
所
､

3
.
掲
載
月
､
4
.
掲
載
ペ
-
ジ
､

5
二
〇
〇
〇
｣
が
写
っ
て
い
る
写
真
､

と
明
記
し
て
メ
ー
ル
し
て
く
だ
さ

い
｡

莱
画
像
サ
イ
ズ
が
約
-
M
B
か

ら
3
M
B
程
度
で
す
｡

②
電
子
媒
体
を
総
務
課
秘
書
室

ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
｡

(
c
D
-
R
､
M
O
な
ど
)

問
合
せ
先

役
場
総
務
課
秘
書
広
聴
G

皿
8
4
-
2
-
1
-
(
内
線
1
0
3
)

駐
在
さ
ん
が

代
わ
り
ま
し
た
‥

長
竿
駐
在
所

氏

名

　

照

沼

　

克

夫

住
所
　
長
竿
3
6
4
8

電
話
　
8
4
-
2
5
4
4

(
お
わ
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値目星鳳善眼力-卜の活用を喜
住基カ-ドはセキュリティの高いI Cカ-ドで　写真付きカ-ドは公的な身分証明書として利用できます｡

また､行政手続の電子申請にも利用でき便利です｡

〇位基カ-ドの特徴
･高度のセキュリティ機能を備えたi C力-ドです｡

･写真つきの住基カ-ドは､公的な身分証明書として利用できます｡

"住民票の写しの広域交付､転入転出の騎乗化等で利用できます｡
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定　例　肥　談

心配ごと相談

日　　時　5月1自体〉午前10時一正午
5月15自体)午前10時一午後3時

場　　所　公民館第2分館
問合せ先　河内町社会福祉協議会
曾84-2830

教育相談

日　　時　月･水･木曜日　午後1時へ5時

場　　所　教育委員会事務局
問合せ先　曾84-3322

圃84-4730

成田空港に関する相談

日　　時　月一金曜日　午前9時一午後4時

場　　所　㈱ふるさとかわち事務所2階
(河内町長竿1 88)

問合せ先　茨城地域相談センタ-
曾84-50 1 7

交通事故相談

日　　時　月一金曜日

午前9時一正午午後l時→4時45分
弁護士相談　毎週水曜日
午後1時へ4時(要予約)
土浦合同庁舎本庁舎3F(旭029-823-1123)

巡回相談　毎月第2水曜日
午前10時一正午　午後1時へ3時
龍ヶ崎市役所(肘64-1 1 1 1)

※弁護士相談･巡回相談は面接のみ

問合せ先　県南地方交通事故相談所
曾029-823-1 123

交通事故発生状況
町内の交通事故3月発生状況

(前月比) (累計)

発生件数(人身事故)　5件(十3) (10)

死者数　　　　　0人(±0) (0)

負傷者数　　　　10人(十7) (17)

竜ヶ崎警察署詞へ

戸　籍　の　窓

おめでた　9人　　　　転入　37人

おくやみ11人　　　　転出　47人

人口･世帯
平成20年4月1日現在

(-12)

(-10)

(-2)

(十7)

｣書く)　音｣

役　　　　場創4-2111教育委員会学緻育G創4-3322

都　市上下嫡G884-2361事務局生騨習G認諾;3
整備課建設環境G曾84-2921福祉センタ〇割4-3699

つ　つ　み　会　館合86-3740保健セ　ン　タ　-曾84-4486

鵬包括支援センタ- EGO-4071防(讐蓑雷)圭p84-2212

社会福祉協#会884-2830シル/ト人材センタ- 884-5455

｢　｢　　龍ヶ崎地区

｣｣LI_三醒区

3日

4日

5日

6日

11日

18日

25日

江戸崎病院
曾029-894-261 1

角崎クリニック
曾029-787-6030

竹尾医院
曾029了-86-2436

矢野整形外科医院
曾029-892-21 27

江戸崎眼科
1ふ029-892-0262

官本病院
曾029-979-21 14

ゆはらクリニック
曾029-894-2002

内　科

野上小児科医院
曾65-3375

鴻巣クリニック
1ふ61-0151

はたの内科松葉グ)ニック

曾65-7282

朝野循環器科クi)ニック

曾62-0178

山村医院
曾66-0555

山本医院
曾66-3348

横田医院
曾62-0047

外　科

秋本脳神経外科
曾64-3311

牛尾病院
曾66-6111

野村医院
曾62-6561

いがらしグノニック

曾62-0936

菊地整形外科
曾64-6111

斎藤クリニック
曾64-3527

弾き細外艦酬科クl)二ノク

曾62-3761

※休日当番医は変更することがあります｡

診療を受ける際は､必ず電話でご確認ください｡

県救急医凍情報システム　24時間お医者さんを探すこと妊きます｡

救急医掠情報コントロ-ルセンタ-　曾029-241-4199

救急医療情報システム
ホ-ムペ-ソ　http //wwwqq_prefiba｢aki JP/

携帯サイト　ht巾//qqp｢efiba｢akりP/kt/

資　源　回　収　日　　　燃えないごみ収集日

A地区　20　C地区13,27　A地区　　　　C地区

皿

B地区　8 ･22　D地区1･15･29　B地区　　　　D地区

24

燃える=み宣言~E]|~~粗大ごみの予約収集日

全地区　毎週月･水･金曜日　　　5月中の予約十6月7日

千十音間　口　　　　　　音　　　　　　　音　　　　　　　音

必甜かわぢ
平成20争4H (1o169)
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